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Edin ML, Yamanashi H, Boeglin WE, Graves JP, DeGraff LM, Lih FB, Zeldin DC, Brash AR.: Epoxide hydrolase 3
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Systemic Lupus Erythematosus with Severe Autonomic Disorders Confirmed by Head-Up Tilt Table Test: A Case Series.
Modern Rheumatology Case Reports 6(1): 47-51,2021. doi: 10.1093/mrcr/rxab027.  (IF: -)

長浦由紀,近藤英明,永吉真子,前田隆浩：日本人高齢者においてサルコペニアは不眠と関連する The Nagasaki
Island Study. 不眠研究 2020: 26, 2021.
浜田航一郎,中道聖子,松原 大,泉田真生,小笹宗一郎,長郷彰雄,杉本尊史,赤羽目翔悟,岩田知真,平 篤,長浦由紀,成田

翔平,三馬 聡,二口 充,前田隆浩：不明熱を呈した巨大肝血管筋脂肪腫(AML)の1例. 日本病院総合診療医学会雑誌

17(臨時増刊号): 108, 2021.

平 篤,中道聖子,岩田知真,松原 大,泉田真生,山梨啓友,杉本尊史,赤羽目翔悟,長浦由紀,小笹宗一郎,濱田航一郎,田渕

真惟子,前田隆浩：若年女性における多疾患併存へのアプローチにより食道アカラシアの診断治療に至った1例.
日本病院総合診療医学会雑誌(Web) : 17, 2021.

浜田久之（編）, 中道聖子 他：研修医・若手医師のための 外来必携. じほう :  2021.

中道聖子 他：第116回医師国家試験対策 メディックメディア医師国試模試. MEDIC MEDIA :  2021.

中道聖子 他：病院総合診療医学（教育者の育成(FD)）. 日本病院総合診療医学会 追補版:  2021.

松山 泰、小谷和彦、前田隆浩：招待論文「地域医療教育の現状と展望−特別シンポジウム『コロナ禍を経て見え

てきた地域医療教育の進化と本質』を踏まえての論考」. 医学教育 52(5): 421-426, 2021.

Shimizu Y, Maeda T: Influence of height on endothelial maintenance activity: a narrative review . Environmental Health
and Preventive Medicine 26(1): 19,2021. doi: 10.1186/s12199-021-00941-5.  (IF: 4.395)

延末謙一, 中野文耕, 川上敏宏, 北川郁子, 村尾美由貴, 西 詠慈, 野中文陽, 本多由起子, 橋本和子, 久保千羽, 平 雄文,
永田康浩, 前田隆浩：離島の医師非常駐診療所におけるオンライン診療 . 日本遠隔医療学会雑誌 16(補刊号): 15,
2021.

延末謙一,中野文耕,川上敏宏,北川郁子,村尾美由貴,西村詠慈,野中文陽,本多由起子,橋本和子,久保千羽,平 雄文,永
田康浩,前田隆浩：離島の医師非常駐診療所におけるオンライン診療. 日本遠隔医療学会学術大会プログラム・抄

録集 24回: 183, 2021.
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田代謙輔,五月女さき子,船原まどか,川下由美子,北村雅保,福田英輝,古堅麗子,岩崎理浩,林田秀明,川崎浩二,東 美
穂,前田隆浩,齋藤俊行：地域住民を対象とした舌圧と口腔および全身健康状態との関連性 五島研究. 口腔衛生学

会雑誌 71(増刊): 104, 2021.

本林 秀一郎, 松元 紀大, 前橋 暢行, 山中 聖奈, 鍋内 佳奈, 後藤 麗奈, 芦塚 里奈, 大岩 優紀, 濱野 紫音, 野中 文陽, 奥
村 あすか, 吉田 麻衣, 花村 衣咲, 延末 謙一, 潮谷 有二, 前田 隆浩, 足立 耕平, 永田 康浩：

コロナ禍に開催したオンライン長崎地域医療セミナーin GOTO. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会  第12
回: 318, 2021.

松井昂介,尹 漢勝,八木田健司,西山 明,山梨啓友,高橋健介,有吉紅也：多発皮膚病変を伴う Balamuthia mandrillaris
による肉芽腫性脳炎の症例. 感染症学雑誌 95(6): 407-412, 2021.
芦澤信之, 高園貴弘, 長崎洋司, 平山達朗, 高橋健介, 山梨啓友, 田代将人, 山本和子, 福田雄一, 今村圭文, 宮崎泰可,
澤井豊光, 福島喜代康, 矢寺和博, 泉川公一, 柳原克紀, 有吉紅也, 迎 寛：4種類のSARS-CoV-2抗体検出キットの性

能評価 . 感染症学雑誌 95(臨増): 249, 2021.

辻 良香,玉井慎美,藤井 博,川野充弘,川尻真也,野中文陽,有馬和彦,青柳潔,前田隆浩,川上純：日本人健常者における

血清IgG4値異常に関連する因子の解析:Magnetic immunoassyを用いた評価. 日本シェーグレン症候群学会学術集会

プログラム・抄録集 29th:  2021.

宮崎禎一郎,野中文陽,延末謙一,前田隆浩,辻野 彰：パーキンソン病患者におけるスマートグラスを利用した遠隔

専門外来診療の検討. 日本遠隔医療学会学術大会プログラム・抄録集 24回: 183, 2021.
奥村あすか,吉田麻衣,足立耕平,潮谷有二,前田隆浩,永田康浩：大学間連携による医療・福祉の共修授業からみた

オンライン授業による効果の考察. 医学教育 52(Suppl.): 206, 2021.
清水悠路,川尻真也,野口優子,永田康浩,前田隆浩,林田直美：甲状腺機能正常者におけるHbA1cと甲状腺嚢胞の関

係. 日本衛生学雑誌 76(Suppl.): S174, 2021.
花村 衣咲, 野中 文陽, 上条 将史, 江頭 清美, 川崎 遥香, 大村 美保, 世羅 至子, 村瀬 邦彦, 前田 隆浩, 河手 久弥：

高齢2型糖尿病患者のフレイルと食事および運動介入の効果　都市部と離島地域の比較. 日本体質医学会雑誌

83(3): 183, 2021.

福田英輝,北村雅保,川崎浩二,林田秀明,古堅麗子,岩崎理浩,田代謙輔,前田隆浩,五月女さき子,川下由美子,齋藤俊

行：地域住民における歯間ブラシの使用状況と歯周疾患との関連 五島研究. 口腔衛生学会雑誌 71(増刊): 103,
2021.
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前田隆浩・教授
長崎県地域医療介護総合確保基金（医療
分）事業計画検討ワーキンググループ委員
会

長崎県医療政策課

前田隆浩・教授
長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策協
議会

長崎県医師会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授
長崎県総合診療専門医養成推進委員会・委
員長

長崎県総合診療専門医養成推進委員会

前田隆浩・教授 五島中央病院倫理委員会 五島中央病院

前田隆浩・教授
自治医科大学地域医療フォーラム実行委員
会・副委員長

自治医科大学

前田隆浩・教授 五島市予防接種健康被害調査委員会 五島市

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議会 五島市

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部
会・副会長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 日本生理人類学会・評議員 日本生理人類学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会大学ネット
ワーク委員会・ 委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会島嶼及び僻
地医療委員会・副委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 日本病院総合診療医学会・理事 日本病院総合診療医学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特　許

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議地域医療調査実施
委員会

全国医学部長病院長会議

中道聖子・准教授
長崎県総合診療専門医養成推進委員会・委
員

長崎県総合診療専門医養成推進委員会

前田隆浩・教授
全国地域医療教育協議会代表世話人・理事
長

全国地域医療教育協議会

中道聖子・准教授 ハラスメント防止に係る相談員 長崎大学

中道聖子・准教授 日本病院総合診療医学会・評議員 日本病院総合診療医学会

中道聖子・准教授 医学教育分野別評価ワーキンググループ 長崎大学医学部

中道聖子・准教授 医学科カリキュラム委員会委員 長崎大学医学部

中道聖子・准教授 長崎大学医師会理事 長崎大学医師会

中道聖子・准教授 喫煙問題対策チーム構成員 長崎大学病院

中道聖子・准教授
長崎大学病院ワークライフバランスセン
ター・推進員

長崎大学病院ワークライフバランスセンター

中道聖子・准教授 長崎県総合診療専門医養成推進委員会 長崎県総合診療専門医養成推進委員会

前田隆浩・教授 マクセル株式会社
「高齢者におけるサルコペニア・フレイルの診断治療に
おける磁気センサ型指タッピング装置の有用性の検討」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「慢性炎症
をきたす持続感染症とサルコペニアとの関連
の解明」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「日本人に
おける性ホルモン・骨代謝回転・骨量間関連
の生理的・遺伝的研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域枠出
身医師の進路に関するコホート研究とエビデ
ンスに基づく政策の提案」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「HTLV-1の
分子系統別疾患感受性の解明と層別化コホー
ト研究の構築」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「医療・介
護連結ビッグデータによるポリファーマシー
と介護リスクの関連分析」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担

研　究　題　目

前田隆浩・教授 科学技術振興機構 代表
「ＳＤＧｓの達成に向けた共創的研究開発プ
ログラム」「「住み続けたい」を支える離
島・へき地医療サポートモデルの構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

山梨啓友・准教授 日本学術振興会 代表
学術研究助成基金助成金基盤研究(C)「慢性炎
症をきたす持続感染症とサルコペニアとの関
連の解明」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「母子手帳
を活用したカネミ油症の次世代への影響に対
する継続的検討」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「大規
模コホート研究による口腔機能低下症の新規
検査法開発研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「口腔健康
状態は生活習慣病や認知機能へ影響する
か？：五島コホート研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年8月12日 2012年6月15日 特許第5011520号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号
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その他
　非常勤講師

　特筆すべき事項
令和3年（2021年）4月7日外務大臣感謝状「サモア独立国における麻しんの流行に対する感染症対策チームの派
遣」

梅田雅孝・助教 人体の構造と機能及び疾病(長崎純心大学)  長崎純心大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授 人体の構造と機能及び疾病(長崎純心大学)  長崎純心大学


	★医歯薬様式

